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(57)【要約】
　目標白色点輝度及び色度を有し、表示色域を画定する３つの色域画定エミッターと、表
示色域内で光を放射する２つ以上の追加エミッターとを備えるカラーディスプレイ上に画
像を表示するための方法。本方法は、３成分入力画像信号を受信することと、３成分入力
画像信号を５成分以上の駆動信号に変換することと、駆動信号を与えて入力画像信号に対
応する画像を表示することとを含む。１つの方法は、色域画定エミッターを用いて再現さ
れるときの、入力信号の３つの成分のそれぞれの輝度値の和よりも高い再現された輝度値
を与える。別の方法は、色域画定エミッターのための３つのカラーフィルター及び３つの
追加色域内エミッターのための２つ以上の追加カラーフィルターを備える白色発光層を含
むＯＬＥＤディスプレイ内の電力低減を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラーディスプレイ上に画像を表示するための方法であって、
　ａ）選択された目標ディスプレイ白色点輝度及び色度を有する前記カラーディスプレイ
を設けることであって、該カラーディスプレイは、表示色域を画定する３つの色域画定エ
ミッターと、前記表示色域内のそれぞれ異なる色度座標において光を放射する２つ以上の
追加エミッターとを備え、各エミッターは対応するピーク輝度及び色度座標を有し、前記
色域画定エミッターは前記目標ディスプレイ白色点色度において色域画定ピーク輝度を生
成し、前記色域画定ピーク輝度は前記ディスプレイ白色点輝度よりも低いことと、
　ｂ）前記追加エミッターのうちの少なくとも１つを含む３つのエミッターの組み合わせ
によって画定される補足色域内の色度に対応する３成分入力画像信号を受信することと、
　ｃ）前記３成分入力画像信号を５成分駆動信号に変換することであって、それにより、
該変換済みの画像信号が前記ディスプレイ上に再現されるとき、その再現された輝度値が
色域画定エミッターのみを有するディスプレイの再現された輝度値よりも高くなるように
することと、
　ｄ）前記５成分駆動信号をそれぞれの色域画定エミッター及び追加エミッターに与える
ことであって、前記入力画像信号に対応する画像を表示することと、
を含む、カラーディスプレイ上に画像を表示するための方法。
【請求項２】
　ステップｃは、前記３成分入力画像信号に基づいて前記白色点輝度を選択することを更
に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　電力消費を低減したＯＬＥＤディスプレイ上に画像を表示するための方法であって、
　ａ．ＯＬＥＤディスプレイが
　　　ｉ）白色発光層と、
　　　ｉｉ）赤色色域画定エミッター、緑色色域画定エミッター及び青色色域画定エミッ
ターに対応する光を透過させるための３つのカラーフィルターであって、各エミッターは
それぞれの色度座標を有し、前記色域画定エミッターの前記色度座標は合わせて１つの表
示色域を画定する、３つのカラーフィルターと、
　　　ｉｉｉ）前記表示色域内に色度座標を有する３つの追加色域内エミッターに対応す
る光をフィルタリングするための２つ以上の追加カラーフィルターであって、前記３つの
追加エミッターは更なる色域を形成し、各エミッターは対応する放射効率を有し、各追加
エミッターの前記放射効率は、前記色域画定エミッターのそれぞれの前記放射効率よりも
大きい、２つ以上の追加カラーフィルターと、
を備えることと、
　ｂ．３成分入力画像信号を受信することと、
　ｃ．前記３成分入力画像信号を６成分駆動信号に変換することと、
　ｄ．前記駆動信号の前記６つの成分を前記ＯＬＥＤディスプレイのそれぞれのエミッタ
ーに与えることであって、前記入力画像信号に対応する画像を表示し、それにより電力が
低減されることと、
を含む、電力消費を低減したＯＬＥＤディスプレイ上に画像を表示するための方法。
【請求項４】
　ステップａ）は、前記追加エミッターのうちの２つに対応する２つの追加カラーフィル
ターのみを設けることを含み、前記第３の追加エミッターはフィルタリングされない、請
求項３に記載の方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、
　前記第３の追加エミッターは、６５００Ｋ以下である相関色温度を有し、前記ＯＬＥＤ
ディスプレイは２つのみの追加カラーフィルターを含み、該２つの追加カラーフィルター
はシアンカラーフィルター及びマゼンタカラーフィルターである、請求項４に記載の方法
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。
【請求項６】
　請求項４に記載の方法であって、
　前記第３の追加エミッターは、９０００Ｋ以上である相関色温度を有し、前記ＯＬＥＤ
ディスプレイは２つのみの追加カラーフィルターを含み、該２つの追加カラーフィルター
はシアンカラーフィルター及びマゼンタカラーフィルターである、請求項４に記載の方法
。
【請求項７】
　ステップａ）は、前記それぞれの追加エミッターに対応する厳密に３つの追加カラーフ
ィルターを設けることを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記追加エミッターに対応する前記３つのカラーフィルターはシアン、マゼンタ及びイ
エローを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記３つの追加エミッターはそれぞれシアン光、マゼンタ光及びイエロー光を放射する
、請求項３に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項３に記載の方法であって、
　前記ディスプレイは、定義された色度座標を有する白色点を更に有し、前記追加エミッ
ターの前記色度座標は、前記定義された白色点の前記色度座標を含む三角形を形成する、
請求項３に記載の方法。
【請求項１１】
　ステップｃ）は、前記更なる色域内の色度座標に対応する入力信号が前記追加エミッタ
ーを用いて再現されるように、前記３成分入力信号を変換することを含む、請求項３に記
載の方法。
【請求項１２】
　ステップｃ）は、前記更なる色域内の色度座標に対応する入力信号が前記追加エミッタ
ーのみを用いて再現されるように、前記３成分入力信号を変換することを含む、請求項１
１に記載の方法。
【請求項１３】
　ステップｃ）は、前記表示色域内にあるが、前記更なる色域外にある色度座標に対応す
る入力信号が前記色域画定エミッター及び前記追加エミッターの組み合わせを用いて再現
されるように、前記３成分入力信号を変換することを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項１４】
　ステップｃ）は、前記表示色域内にあるが、前記更なる色域外にある色度座標に対応す
る入力信号が前記色域画定エミッターのうちの１つと前記追加エミッターのうちの２つと
の組み合わせを用いて再現されるように、前記３成分入力信号を変換することを含む、請
求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記追加エミッターの前記カラーフィルターの組み合わせから、前記色域画定エミッタ
ーのための前記カラーフィルターのうちの１つ又は複数を形成することを更に含む、請求
項３に記載の方法。
【請求項１６】
　請求項３に記載の方法であって、
　前記表示色域及び前記更なる色域は１９３１ＣＩＥ色度図内にそれぞれの面積を有し、
前記更なる色域の前記面積は前記表示色域の前記面積の半分以下である、請求項３に記載
の方法。
【請求項１７】
　請求項３に記載の方法であって、
　前記エミッターに電力を与えることを更に含み、該電力は前記色域画定エミッターへの
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第１の電圧振幅、及び前記追加エミッターへの第２の電圧振幅を与えられ、前記第２の電
圧振幅は前記第１の電圧振幅とは異なる、請求項３に記載の方法。
【請求項１８】
　ステップｃ）は、前記対応する色が、前記色域画定エミッターだけの組み合わせによっ
て同じ色度座標において再現できる輝度よりも高い輝度で前記ディスプレイ上に再現され
るように、前記３成分入力信号のうちの少なくとも１つを６成分駆動信号に変換すること
を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項１９】
　請求項３に記載の方法であって、
　前記ＯＬＥＤディスプレイは白色点輝度を有し、ステップｃ）は、前記３成分入力画像
信号に基づいて、前記ディスプレイの前記白色点輝度を選択することを含む、請求項３に
記載の方法。
【請求項２０】
　請求項３に記載の方法であって、
　前記白色発光層は少なくとも３つの異なる発光材料を含み、各発光材料は固有のピーク
スペクトル周波数においてピーク強度を含むスペクトル放射を有し、前記２つ以上の追加
カラーフィルターはそれぞれ、前記２つ以上のカラーフィルターの前記スペクトル透過が
前記発光材料のうちの少なくとも２つの発光材料の前記ピーク強度に対応するスペクトル
周波数において５０％以上であるようなそれぞれのスペクトル透過関数を有する、請求項
３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はＯＬＥＤディスプレイに関し、詳細には、デバイスの全体的な電力要件を緩和
するための白色ＯＬＥＤデバイス及び方法に関する。
【０００２】
　　［関連出願の相互参照］
　２００９年５月１２日に出願された、Miller他による「ELECTRO-LUMINESCENT DISPLAY 
WITH ADJUSTABLE WHITE POINT」という発明の名称の、本発明の譲受人に譲渡された同時
係属中の米国特許出願第１２／４６４，１２３号と、２００８年７月１６日に出願された
、Cok他による「CONVERTING THREE-COMPONENT TO FOUR-COMPONENT IMAGE」という発明の
名称の、本発明の譲受人に譲渡された同時係属中の米国特許出願第１２／１７４，０８５
号と、２００９年３月４日に出願された、Miller他による「FOUR-CHANNEL DISPLAY POWER
 REDUCTION WITH DESATURATION」という発明の名称の、本発明の譲受人に譲渡された同時
係属中の米国特許出願第１２／３９７，５００号とが参照される。これらの出願の開示内
容は、引用することによって本明細書の一部をなすものとする。
【背景技術】
【０００３】
　ＯＬＥＤとも呼ばれる有機発光ダイオードデバイスは、一般的に、アノードと、カソー
ドと、アノードとカソードとの間に挟持される有機エレクトロルミネッセント（ＥＬ）ユ
ニットとを含む。有機ＥＬユニットは通常、正孔輸送層（ＨＴＬ）と、発光層（ＬＥＬ）
と、電子輸送層（ＥＴＬ）とを含む。ＯＬＥＤは、駆動電力が低く、輝度が高く、視角が
広く、フルカラーディスプレイ及び他の応用形態に対して適応性があるので魅力的である
。米国特許第４，７６９，２９２号及び第４，８８５，２１１号において、Tang他はこの
多層ＯＬＥＤを記述した。
【０００４】
　ＯＬＥＤは、そのＬＥＬの発光特性に応じて、赤色、緑色、青色又は白色のような種々
の色を放射することができる。別々の赤色発光ピクセル、緑色発光ピクセル及び青色発光
ピクセルを備えるＯＬＥＤ（ＲＧＢ　ＯＬＥＤ）は広範な色を生成することができ、フル
カラーＯＬＥＤとも呼ばれる。最近になって、固体照明源、カラーディスプレイ又はフル
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カラーディスプレイのような種々の応用形態に組み込まれる広帯域ＯＬＥＤの需要が高ま
っている。広帯域発光は、そのような光をフィルター又は色変更モジュールと併用して、
少なくとも２つの異なる色を有するディスプレイ又はフルカラーディスプレイを作製でき
るように、ＯＬＥＤが可視スペクトル全体にわたって十分に広帯域の光を放射することを
意味する。詳細には、スペクトルの赤色部分、緑色部分及び青色部分において実質的に発
光する広帯域発光ＯＬＥＤ（又は広帯域ＯＬＥＤ）、すなわち、白色発光ＯＬＥＤ（白色
ＯＬＥＤ）が必要とされている。白色ＯＬＥＤをカラーフィルターとともに使用すること
によって、赤色エミッター、緑色エミッター及び青色エミッターを別々にパターン配置し
たＯＬＥＤよりも簡単な製造プロセスが提供される。この結果として、スループットを増
加させることができ、歩留まりを向上させることができ、製造コストを削減することがで
きる。白色ＯＬＥＤは、例えば、Kido他（Applied Physics Letters, 64, 815 (1994)）
、 J. Shi他（米国特許第５，６８３，８２３号）、Sato他（特開平第０７－１４２１６
９号）、Deshpande他（Applied Physics Letters, 75, 888 (1999)）及びTokito他（Appl
ied Physics Letters, 83, 2459 (2003)）によって報告されてきた。
【０００５】
　しかしながら、ＲＧＢ　ＯＬＥＤと比べて、白色ＯＬＥＤによって製造時の改善が達成
可能であるのとは対照的に、白色ＯＬＥＤは、実際に使用する際に効率損失があるという
難点がある。これは、各サブピクセルが広帯域光又は白色光を生成するが、放射された光
のかなりの部分をカラーフィルターが除去するためである。例えば、観察者によって視認
されるような赤色サブピクセルでは、理想的な赤色フィルターが、白色エミッターによっ
て生成された青色光及び緑色光を除去し、赤色光の知覚に対応する波長の光しか通過させ
ないことになる。緑色サブピクセル及び青色サブピクセルにおいても同様の損失が見られ
る。それゆえ、カラーフィルターを使用することによって、放射効率が白色ＯＬＥＤの放
射効率の約１／３まで低下する。さらに、入手可能なカラーフィルターは、多くの場合に
理想からは程遠く、１００％よりも著しく低いピーク透過率を有し、緑色フィルター及び
青色フィルターは多くの場合に８０％未満のピーク透過率を有する。最後に、広い色域を
有するディスプレイを提供するために、カラーフィルターは多くの場合に狭帯域バンドパ
スフィルターである必要があり、それゆえ、カラーフィルターは放射効率を更に低下させ
る。システムによっては、結果として生成される赤色サブピクセル、緑色サブピクセル及
び青色サブピクセルの放射効率は、白色エミッターの放射効率の６分の１程度になる可能
性がある。
【０００６】
　白色エミッターを用いるＯＬＥＤディスプレイの効率を高めるための幾つかの方法が論
じられてきた。例えば、「Color OLED display system having improved performance」
という発明の名称の特許文献１においてMiller他は、そのようなディスプレイの効率を高
めるために、フィルタリングされない白色サブピクセルを適用することを論じている。「
Color OLED device having improved performance」という発明の名称の特許文献２にお
けるCoK他及び「Color OLED display with improved power efficiency」という発明の名
称の特許文献３におけるMiller他を含む、他の開示は、白色エミッターを利用するディス
プレイのための発光効率を改善するためにイエローエミッター又はシアンエミッターを適
用することを論じている。
【０００７】
　複数の原色を用いるディスプレイを記述する他の参考文献は、特許文献４、５、６及び
７を含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第７，０７５，２４２号明細書
【特許文献２】米国特許第７，０９１，５２３号明細書
【特許文献３】米国特許第７，３３３，０８０号明細書
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【特許文献４】米国特許第７，７８７，７０２号明細書
【特許文献５】米国特許出願公開第２００７／０１７６８６２号明細書
【特許文献６】米国特許出願公開第２００７／０２３６１３５号明細書
【特許文献７】米国特許出願公開第２００８／０１５８０９７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　これらの方法は結果として形成されるディスプレイの効率を改善するが、多くの場合に
、多くの応用形態の場合に望まれるほどには改善されていない。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の態様によれば、カラーディスプレイ上に画像を表示するための方法であ
って、
　ａ）選択された目標ディスプレイ白色点輝度及び色度を有する前記カラーディスプレイ
を設けることであって、該カラーディスプレイは、表示色域を画定する３つの色域画定エ
ミッターと、前記表示色域内のそれぞれ異なる色度座標において光を放射する２つ以上の
追加エミッターとを備え、各エミッターは対応するピーク輝度及び色度座標を有し、前記
色域画定エミッターは前記目標ディスプレイ白色点色度において色域画定ピーク輝度を生
成し、前記色域画定ピーク輝度は前記ディスプレイ白色点輝度よりも低いことと、
　ｂ）前記追加エミッターのうちの少なくとも１つを含む３つのエミッターの組み合わせ
によって画定される補足色域内の色度に対応する３成分入力画像信号を受信することと、
　ｃ）前記３成分入力画像信号を５成分駆動信号に変換することであって、それにより、
該変換済みの画像信号が前記ディスプレイ上に再現されるとき、その再現された輝度値が
、前記色域画定エミッターを用いてディスプレイ上に再現されるときの前記入力信号の前
記３成分のそれぞれの輝度値の和よりも高くなるようにすることと、
　ｄ）前記５成分駆動信号をそれぞれの色域画定エミッター及び追加エミッターに与える
ことであって、前記入力画像信号に対応する画像を表示することと、を含む、カラーディ
スプレイ上に画像を表示するための方法が提供される。
【００１１】
　本発明の第２の態様によれば、電力消費を低減したＯＬＥＤディスプレイ上に画像を表
示するための方法であって、
　ａ．ＯＬＥＤディスプレイが
　　　ｉ）白色発光層と、
　　　ｉｉ）赤色色域画定エミッター、緑色色域画定エミッター及び青色色域画定エミッ
ターに対応する光を透過させるための３つのカラーフィルターであって、各エミッターは
それぞれの色度座標を有し、前記色域画定エミッターの前記色度座標は合わせて１つの表
示色域を画定する、３つのカラーフィルターと、
　　　ｉｉｉ）前記表示色域内に色度座標を有する３つの追加色域内エミッターに対応す
る光をフィルタリングするための２つ以上の追加カラーフィルターであって、前記３つの
追加エミッターは更なる色域を形成し、各エミッターは対応する放射効率を有し、各追加
エミッターの前記放射効率は、前記色域画定エミッターのそれぞれの前記放射効率よりも
大きい、２つ以上の追加カラーフィルターと、
を備えることと、
　ｂ．３成分入力画像信号を受信することと、
　ｃ．前記３成分入力画像信号を６成分駆動信号に変換することと、
　ｄ．前記駆動信号の前記６つの成分を前記ＯＬＥＤディスプレイのそれぞれのエミッタ
ーに与えることであって、前記入力画像信号に対応する画像を表示し、それにより電力が
低減されることと、
を含む、電力消費を低減したＯＬＥＤディスプレイ上に画像を表示するための方法が提供
される。
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【発明の効果】
【００１２】
　本発明の第１の態様の利点は、明るく、高度に飽和した色を有する画像のための色飽和
を維持しながら、大多数の画像の場合に、より高いディスプレイ白色点輝度を有するディ
スプレイを提供するために、３成分入力画像信号を５成分以上の駆動信号に変換できるこ
とである。本発明の第２の態様の利点は、白色ＯＬＥＤディスプレイのための電力消費を
低減することができ、ディスプレイ寿命を延ばすことができることである。本発明の更な
る利点は、電力消費を低減することによって熱の発生を低減することができ、このタイプ
の幾つかのＯＬＥＤディスプレイにおいて現在必要とされているヒートシンクを不要にで
きることである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】１９３１ＣＩＥ色度図内の幾つかの色域を示す図である。
【図２】高精細度テレビ画像において表示される色の確率を示す図である。
【図３Ａ】本発明において用いることができるサブピクセルの配列の１つの基本的な実施
形態の平面図である。
【図３Ｂ】本発明において用いることができるサブピクセルの配列の別の基本的な実施形
態の平面図である。
【図３Ｃ】本発明において用いることができるサブピクセルの配列の別の基本的な実施形
態の平面図である。
【図４】本発明において用いることができるサブピクセルの配列の別の実施形態の平面図
である。
【図５Ａ】本発明において用いることができるサブピクセルの配列の別の実施形態の平面
図である。
【図５Ｂ】本発明において用いることができるＯＬＥＤデバイスの一実施形態の断面図で
ある。
【図５Ｃ】本発明において用いることができるＯＬＥＤデバイスの別の実施形態の断面図
である。
【図６】本発明の方法のブロック図である。
【図７】標準的な３成分入力画像信号から６成分駆動信号への変換のブロック図である。
【図８】標準的な３成分入力画像信号から６成分駆動信号への変換のブロック図である。
【図９】５つのエミッターを有するディスプレイのための色度図である。
【図１０】３つの色域画定エミッター及び２つの追加エミッターを有するディスプレイの
一部の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　用語「ＯＬＥＤデバイス」は、ピクセル又はサブピクセルとして有機発光ダイオードを
含む表示デバイスという、当該技術分野において認識されている意味において用いられる
。それは、単一のピクセル又はサブピクセルを有するデバイスを意味することができる。
各発光ユニットは、少なくとも正孔輸送層、発光層及び電子輸送層を含む。中間コネクタ
によって複数の発光ユニットを分離することができる。用語「ＯＬＥＤディスプレイ」は
、本明細書において用いられるときに、異なる色の光を放射することができる複数のサブ
ピクセルを備えるＯＬＥＤデバイスを意味する。カラーＯＬＥＤデバイスは少なくとも１
つの色の光を放射する。用語「多色」は、異なるエリアにおいて異なる色相の光を放射す
ることができる表示パネルを表すために用いられる。詳細には、多色とは、異なる色の画
像を表示することができる表示パネルを表すために用いられる。これらのエリアは必ずし
も連続していない。用語「フルカラー」は、可視スペクトルの赤色領域、緑色領域及び青
色領域内の光を放射し、かつ任意の組み合わせの色相において画像を表示することができ
る多色表示パネルを表すために用いられる。赤色、緑色及び青色は３つの原色を構成し、
それらの原色から、適切に混合することによって、ディスプレイによって生成可能な他の
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色を生成することができる。用語「色相」は、或る色を赤色、緑色、青色及び黄色と同じ
ように、又は異なるように表すことができる度合いである（固有の色相）。各サブピクセ
ル又はサブピクセルの組み合わせは、可視スペクトル内の発光の強度プロファイルを有し
、そのプロファイルによって、サブピクセル又はサブピクセルの組み合わせの知覚される
色相、色度及び輝度が決まる。用語「ピクセル」は、サブピクセルの繰り返しアレイを含
み、表示色の全色域を表示することができる表示パネルの最小面積を示すために用いられ
る。フルカラーシステムにおいて、ピクセルは、通常、少なくとも赤色光、緑色光及び青
色光を放射するためのサブピクセルを含む、異なる色からなる個々に制御可能なサブピク
セルを備える。
【００１５】
　本開示によれば、広帯域発光は、可視スペクトルの複数の部分、例えば、青色部分及び
緑色部分において著しい成分を有する放射光を指している。また、広帯域発光は、白色光
を生成するために、スペクトルの赤色部分、緑色部分及び青色部分において光が放射され
る状況も含むことができる。白色光は、ユーザーによって白色を有すると知覚される光、
又は実際のフルカラーディスプレイを作製するためにカラーフィルターと組み合わせて使
用されるのに十分な発光スペクトルを有する光である。低い電力消費の場合、白色発光Ｏ
ＬＥＤの色度は、完全放射体軌跡上の点の近く、好ましくは、標準的なＣＩＥ昼光照度、
例えば、ＣＩＥ標準イルミナントＤ６５、すなわち、ＣＩＥｘ＝０．３１及びＣＩＥｙ＝
０．３３の１９３１ＣＩＥ色度座標の近くを目標にすることが多くの場合に有利である。
これは、赤色サブピクセル、緑色サブピクセル、青色サブピクセル及び白色サブピクセル
を有する、いわゆる、ＲＧＢＷディスプレイの場合に特に当てはまる。約０．３１、０．
３３のＣＩＥｘ、ＣＩＥｙ座標は、状況によっては理想的であるが、実際の座標は大きく
異なる可能性があり、それでも非常に有用な可能性がある。多くの場合に、色度座標は完
全放射体軌跡に「近い」（すなわち、０．１ＣＩＥｘ，ｙ単位の距離内にある）ことが望
ましい。用語「白色発光」は、本明細書において用いられるときに、視認する前に白色光
の一部がカラーフィルターによって除去される可能性がある場合であっても、白色光を内
部で生成するデバイスを指している。
【００１６】
　ここで図１を参照すると、１９３１ＣＩＥ色度図内の幾つかの色域のグラフが示される
。最も大きな三角形はＮＴＳＣ標準色域６０を表す表示色域である。中間の三角形は、規
定のＨＤＴＶ標準規格（本明細書においてＲｅｃ．７０９と呼ばれる、勧告ITU-R BT.709
-5 2002「Parameter values for the HDTV standards for production and internationa
l programme exchange」item 1.2）による表示色域である。その三角形は、Ｒｅｃ．７０
９色域２０と呼ばれる。この表示色域は、０．６４，０．３３のＣＩＥ　ｘ，ｙ座標にあ
る赤色色域画定エミッター２５ｒの色度座標、座標０．３０，０．６０にある緑色色域画
定エミッター２５ｇの色度座標、及び座標０．１５，０．０６にある青色色域画定エミッ
ター２５ｂの色度座標によって形成される。本発明の方法において他の表示色域を用いる
ことができることは理解されよう。本発明の場合、「色域画定エミッター」は、ディスプ
レイ内の他のエミッターからの光を合成することによって形成することができない所定の
色の光を与えるエミッターを意味するために用いられる。さらに、任意の「色域画定エミ
ッター」からの光を他の色域画定エミッターからの光と合成して、その色域内の色を含む
、複数の色からなる色域を生成することができる。赤色エミッター、緑色エミッター及び
青色エミッターは通常の色域画定エミッターであり、それらのエミッターは色度空間内で
三角形の形状を有する色域を形成する。これらのエミッターのような色域画定エミッター
を作製する１つの方法は、赤色フィルター、緑色フィルター及び青色フィルターとともに
白色発光源（例えば、白色ＯＬＥＤ）を用いることである。しかしながら、上記のように
、これは、電力が使用可能な光に変換されることに関して各色域画定エミッターが非効率
的であり、結果として、ディスプレイ全体が非効率的であることを意味する。
【００１７】
　効率が高く、それゆえ、電力消費を低減したＯＬＥＤディスプレイ上に画像を表示する
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ための本発明による方法の一実施形態は、３つの色域画定エミッター及び３つの追加エミ
ッターを含む。一例では、ＯＬＥＤディスプレイは、Ｒｅｃ７０９色域の原色に対応する
色度座標を有する３つの色域画定エミッターと、それらの原色の色度座標によって画定さ
れる色域内にあり、それよりも小さな三角形を形成する色度座標を有する３つの追加エミ
ッターとを含む。この例では、小さい方の三角形の３つの角は３つの追加エミッターの色
度座標であり、これらの３つの追加エミッターの色度座標は、更なる色域７０を形成する
。これら３つの追加エミッターは、色度座標７５ｃを有するシアン色域内エミッター、色
度座標７５ｍを有するマゼンタ色域内エミッター及び色度座標７５ｙを有するイエロー色
域内エミッターを含む。更なる色域７０は、３つの色域画定エミッターの色度座標によっ
て画定される色域、すなわち、最大Ｒｅｃ．７０９色域２０よりも著しく小さい。６つの
エミッターはそれぞれ対応する放射効率を有する。本発明の範囲内で、放射効率は、３８
０ｎｍ～７４０ｎｍの波長範囲内の電磁波の形をとる、ディスプレイ又は個々のエミッタ
ーから伝搬するエネルギーと、ディスプレイ又は個々のエミッターに入力される電気エネ
ルギーとの比と定義される。人間の視覚系は３８０ｎｍ～７４０ｎｍの波長のみを感じる
ので、この定義は、ディスプレイ又は個々のエミッターから放射され、かつ人間の視覚系
が知覚することができるエネルギーのみを含むように放射効率を制限する。
【００１８】
　赤色エミッター、緑色エミッター及び青色エミッターによって送出される光の波長はほ
とんど、又は全く重なり合わないので、一実施形態では、色域画定エミッターである、赤
色エミッター、緑色エミッター及び青色エミッターは、それぞれの総計の３分の１以下の
平均放射効率を有する。追加エミッターの放射効率は、各色域画定エミッターの放射効率
よりも高い。例えば、更なる色域７０内に色度座標７５ｍを有し、白色エミッター及びマ
ゼンタフィルターを用いて形成することができる、０．４５，０．２５のＣＩＥｘ，ｙ座
標を有する追加マゼンタエミッターについて考える。マゼンタフィルターは緑色光を除去
し、赤色光及び青色光を通過させることになる。したがって、マゼンタエミッターの放射
効率は、そのフィルターが発光の原色成分のうちの１つのみを除去するので、少なくとも
２／３程度に高くすることができる。同様に、０．３０，０．４５のＣＩＥｘ，ｙ座標を
有する追加エミッターは色度座標７５ｙを有するイエローエミッターであり（青色光がフ
ィルタリングされ、赤色光及び緑色光が通過する）、０．２０，０．２５のＣＩＥｘ，ｙ
座標を有する追加エミッターは色度座標７５ｃを有するシアンエミッターである（赤色光
がフィルタリングされ、緑色光及び青色光が通過する）。さらに、１つの原色成分のみを
除去するフィルターは、別の単一の原色成分を除去する類似のフィルターと大きく重なり
合うことができる。したがって、更なる色域内の任意の色は、色域画定エミッターではな
く、追加色域内エミッターを用いることによって、より高い放射効率で生成することがで
きる。エミッターの厳密な放射効率は、白色発光層のスペクトル、及び追加エミッターの
色を選択するために用いられるカラーフィルターの透過率のような、個々のエミッターの
特性によって決まるであろう。
【００１９】
　或る特定のエミッターの放射効率及び色を改善できることは重要ではあるが、放射効率
は、生成された光に対する人間の視覚系の感度を考慮に入れないので、この評価基準は、
実際の応用形態において有用な光を生成するディスプレイの効率と必ずしも相関しない。
更に重要な評価基準は、通常の１組の画像を表示するために用いられるときのディスプレ
イの視感度効率である。放射エネルギーの視感度効率は、光量を対応する放射電力で割っ
た商である。すなわち、光量を得るために、放射電力は、ＣＩＥによって定義されるよう
な比視感度Ｖ（λ）によって重み付けされる。それゆえ、用語「視感度効率」は、ディス
プレイ、一群のエミッター又は個々のエミッターによって放射される光量を、ディスプレ
イ、一群のエミッター又は個々のエミッターによって消費される電力で割った値と定義さ
れる。
【００２０】
　結果として形成されたディスプレイの視感度効率を評価するために、そのディスプレイ
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を用いて提供することになる画像のタイプを特定することが重要である。それゆえ、本発
明の有用性を実証するために、電力消費を決定すべき標準的な１組の画像を規定すること
が有用である。ここで図２を参照すると、高精細度テレビ画像において表示される色の確
率の調査結果が示される。この評価を実行するために、「Methods of measurement for t
he power consumption of audio, video and related equipment (TA1)」と題するＩＥＣ
６２０８７標準規格によって規定されるビデオが利用された。このビデオは、ＤＶＤフォ
ーマットにおいて提供され、通常のテレビ画像を表す。この解析を実行するために、この
ＤＶＤは約１９，０００のデジタル画像に変換され、これらの画像はビデオのフレームを
表す。この画像セット内のｓＲＧＢ色空間内の各ＲＧＢコード値の確率は、各ＲＧＢコー
ド値の組み合わせを有するピクセルの数を合計し、ピクセルの全数で割ることによって求
められた。ＲＧＢの組み合わせごとに、ｓＲＧＢ色空間内で表されるコード値のための１
９３１ＣＩＥｘ，ｙ色度座標が適宜計算された。この色空間の１つの特徴は、その色空間
が６５００Ｋの色温度を有するＣＩＥ昼光イルミナントに対応する規定の白色点色度を有
することである。任意のディスプレイが規定の「ディスプレイ白色点」を有し、その白色
点は、純粋な白色（多くの場合に、８ビットディスプレイの赤色、緑色及び青色の入力カ
ラーチャネルの場合にそれぞれ２５５、２５５及び２５５の入力コード値を有する）が描
かれることになる色度座標に対応することに留意されたい。また、ディスプレイはディス
プレイ白色点輝度も有し、その輝度は、純粋な白色がディスプレイ上に描かれるときに生
成される輝度である。ｓＲＧＢ色空間は、６５００Ｋの色温度を有する昼光イルミナント
に等価であるようなディスプレイ白色点、又はｘ＝０．３１２８，ｙ＝０．３２９２の色
度座標を定義するが、ディスプレイは、ｓＲＧＢ画像を表示するときであっても、他の座
標において白色点色度を定義できることに留意されたい。しかしながら、ディスプレイ白
色点色度は、黒体又は完全放射体軌跡上に、又はその近くにくることが好ましい。
【００２１】
　そのビデオからの色の１９３１色度座標が図２のｘ軸及びｙ軸によって示される。暗い
三角形は、ＨＤＴＶ標準Ｒｅｃ．７０９色空間内に定義される、Ｒｅｃ７０９色域２０か
らの色度座標に等しい色度座標を有する原色を有する３つの色域画定エミッター（三角形
の角にある赤色、緑色及び青色、すなわち、ＲＧＢ）によって生成することができる色か
らなる色域を表す。
【００２２】
　図２のｚ軸は、解析されたピクセルの全数に対する特定の座標対ごとの発生率を表して
おり、解析されたピクセルの全数は、ディスプレイピクセルの数に解析された画像の数を
掛けた値である。それゆえ、ｚ軸は、所与の色を表示するために所与のピクセルが必要と
される確率を表す。色のうちのごくわずかな部分のみが、その時間のうちの２％よりも長
く表示される確率を有し、これらの色は、３成分入力画像信号の白色点のすぐ周りにある
色を表す鋭いピークによって示される。これらの色は高確率色３０と呼ばれる。それより
も広い範囲の色が、その時間のうちの０．２％～２％だけ表示される確率を有する。これ
らの色は中間確率色４０と呼ばれる。高確率色３０の鋭い白色ピークよりも広いが、中間
確率色４０も、１９３１ＣＩＥ色空間の白色部分の或る程度近くに群集する。最後に、色
の大部分は、その時間のうちの０．２％未満だけ表示される確率を有し、多くの場合に、
０．２％よりもはるかに低い。これらの色は低確率色５０と呼ばれ、色域画定エミッター
自体と同じ色度を有する色を含む、到達可能な色域の限界付近の色の多くを含む。
【００２３】
　図２を図１と比べると、高確率色、及び中間確率色の大部分は、多くの場合に色域画定
エミッターを利用することなく、追加エミッターの組み合わせによって生成できることが
わかる。色域画定エミッターは、一般的に、低確率色を生成するために残しておくことが
できる。さらに、これらの色は、多くの場合に、色域画定エミッター及び追加エミッター
の組み合わせを用いて形成することもできる。概して、これは、ディスプレイが所与の期
間内に生成するように求められる高いパーセンテージの色を、より高い効率の追加エミッ
ターを用いて表示できることを意味する。これはディスプレイの全体効率を高め、その電
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力消費を低減することになる。電力消費の低減は、更なる色域内の中間確率色及び高確率
色の割合によって、かつ追加エミッターの効率によって決まる。追加エミッターの色域を
広げることは、通常、追加エミッターの放射効率又は輝度効率を低下させることになるが
、それにより、より大きなパーセンテージの色がこれらの追加エミッターからの光を合成
することによって形成できるようになるので、当然トレードオフがある。それゆえ、これ
ら２つの効果は、ディスプレイの輝度効率を反対方向に移動させることができる。最も効
率の良いエミッターは、如何なる光もフィルタリングしないエミッター、例えば、下層の
発光層が白色発光しているときの白色エミッターである。しかしながら、そのようなエミ
ッターは、図２の中間確率色及び高確率色の領域の大部分を含まない。更なる色域内によ
り多くの色を含むために、白色を形成する原色（赤色、緑色及び青色）とは大きく異なる
エミッター、例えば、シアン、マゼンタ及びイエローが選択されるべきである。しかしな
がら、そのようなエミッターは必然的に白色のうちの或る量を依然として吸収し、それゆ
え、エミッターの効率を低下させ、この効率低下は、１９３１ＣＩＥ色空間内で白色発光
層の色度から遠くにあるエミッターほど大きくなる。したがって、更なる色域７０のサイ
ズを大きくすると、更なる色域によって、より多くの色を生成することができるが、更な
る色域の効率が低下する。所与のディスプレイの場合に或る時点において、更なる色域を
使用することによって最大電力低減を達成できるようになる。大部分の応用形態は、色域
画定原色に比べて、ディスプレイ白色点色度に相対的に近い色度で大多数のピクセルを表
示することを含むので、追加エミッターの色度座標によって定義される更なる色域は通常
、１９３１ＣＩＥ色度図内で、同じ色空間内で色域画定原色によって定義される色域面積
の５０％以下の面積を有することになる。すなわち、表示色域及び更なる色域は、１９３
１ＣＩＥ色度図内でそれぞれの面積を有することになり、更なる色域の面積は、表示色域
の面積の半分以下である。実際には、更なる色域画定原色が、当該技術分野において一般
的に用いられるような通常の染料又は顔料に基づくカラーフィルターを含むとき、追加エ
ミッターの色度座標によって定義される更なる色域は通常、１９３１ＣＩＥ色度図内で、
色域画定原色によって定義される色域面積の２０％以下の面積を有することになり、数多
くの好ましい実施形態では、更なる色域の面積は、表示色域面積の１０％未満になる。
【００２４】
　ここで図３Ａを参照すると、本発明において用いることができるサブピクセルの配列の
１つの基本的な実施形態の平面図が示される。ピクセル１１０は、色域画定赤色エミッタ
ー、色域画定緑色エミッター及び色域画定青色エミッター、すなわちそれぞれサブピクセ
ル１３０、１７０及び１５０を含む。ピクセル１１０は追加シアンエミッター、追加マゼ
ンタエミッター及び追加イエローエミッター、すなわち、それぞれサブピクセル、それぞ
れ１６０、１４０及び１８０を更に含む。
【００２５】
　ここで図３Ｂを参照すると、本発明において用いることができるサブピクセルの配列の
別の基本的な実施形態の平面図が示される。ピクセル１２０は、上記のピクセル１１０と
同じ色域画定エミッターすなわちサブピクセルを含み、さらに、追加シアンエミッター及
び追加マゼンタエミッターすなわち、それぞれサブピクセル１６０及び１４０も含む。し
かしながら、この実施形態では、第３の追加エミッターは白色エミッターすなわちサブピ
クセル１９０である。これは、ピクセル１１０と比べて小さな更なる色域を与えることに
なるが、白色エミッター１９０は、下層をなす白色エミッターをフィルタリングしないま
まにすることによって、簡単に作製することができる。したがって、ピクセル１２０は、
ピクセル１１０に比べて簡単な、ＯＬＥＤディスプレイのための製造手順を表す。さらに
、白色エミッターすなわちサブピクセル１９０はカラーフィルターを必要としないので、
サブピクセル１９０によって生成される光の特定の色を非常に高い放射効率で生成できる
ようになる。特に好ましい実施形態では、白色エミッター１９０の色度座標及び他の追加
エミッター；例えば、シアンエミッター及びマゼンタエミッターすなわちサブピクセル１
６０及び１４０の色度座標が、ディスプレイ白色点の色度座標を含み、より好ましくは、
６５００Ｋ～９０００Ｋの相関色温度を有する昼光イルミナントを含む一般的なディスプ
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レイ白色点の座標を含む色域を生成することになる。それゆえ、この実施形態では、白色
エミッター１９０は理想的には黄色みがかった色を有することになり、０．３１２８以上
のｘ座標及び０．３２９２以上のｙ座標を有することになる。図３Ｃに示される代替の実
施形態では、追加エミッターは、白色光を放射するための追加エミッター１９０とともに
、マゼンタエミッター１４０及びイエローエミッター１８０を含むことができ、この実施
形態では、白色エミッター１９０の色は、ディスプレイ白色点の色度座標から幾分シアン
を帯びており、０．２８５３以下のｘ色度座標及び０．４１５２以上のｙ色度座標を有す
ることが好ましい。
【００２６】
　効率的なディスプレイを提供するために、白色光発光ユニットは、少なくとも３つの異
なる発光材料を含むことが好ましく、各材料は異なるスペクトル放射ピーク強度を有する
。本明細書において用いられるときに、用語「ピーク」は、放射される可視エネルギーの
放射強度を可視エネルギーが放射されるスペクトル周波数に関連付ける関数における最大
値を指している。これらのピークはこの関数内の極大値とすることができる。例えば、通
常の白色ＯＬＥＤエミッターは多くの場合に、少なくとも赤色ドーパント、緑色ドーパン
ト及び青色ドーパントを含み、それらのドーパントはそれぞれ白色エミッターの発光スペ
クトル内で極大値（それゆえ、ピーク）を生成することになる。好ましい白色エミッター
は、イエローのような他のドーパントも含むことができるか、又は２つのドーパント、１
つは薄青色及びもう１つはイエローを含むことができ、それぞれ発光スペクトル内でピー
クを生成する。２つ以上のカラーフィルターがそれぞれスペクトル透過関数を有し、この
スペクトル透過関数は、フィルターを透過する放射エネルギーのパーセントをスペクトル
周波数の関数として関連付ける。２つ以上のカラーフィルターのスペクトル透過は、カラ
ーフィルターによって透過される放射エネルギーのパーセントが、放射強度をスペクトル
周波数に関連付ける関数内のピークに対応するスペクトル周波数において５０％以上にな
るようにすることが望ましく、各ピークは白色発光層内の異なるドーパントに対応する。
好ましい実施形態では、白色発光ユニットは少なくとも３つの異なる発光材料を含み、各
発光材料は固有のピークスペクトル周波数において強度のピークを含むスペクトル放射を
有し、２つ以上のカラーフィルターはそれぞれ、２つ以上のカラーフィルターのスペクト
ル透過が発光材料のうちの少なくとも２つの発光材料のピーク強度に対応するスペクトル
周波数において５０％以上であるようなスペクトル透過関数を有する。
【００２７】
　ここで図４を参照すると、サブピクセル寿命のバランスを取るという利点を有する本発
明において用いることができるサブピクセルの配列の別の実施形態の平面図を示す。ＯＬ
ＥＤディスプレイ２００は、赤色（Ｒ）サブピクセル、緑色（Ｇ）サブピクセル、青色（
Ｂ）サブピクセル、シアン（Ｃ）サブピクセル、マゼンタ（Ｍ）サブピクセル及びイエロ
ー（Ｙ）サブピクセルの行列を示す。ＣＭＹサブピクセルの数はＲＧＢサブピクセルの数
の３倍である。これは、図１及び図２に示されるように、信号、例えば、テレビ放送によ
って必要とされる色を生成する際に、シアンサブピクセル、マゼンタサブピクセル及びイ
エローサブピクセルがはるかに頻繁に使用される可能性があるためである。上記で示され
たように、ピクセルは、サブピクセルの繰り返しアレイを含む表示パネルの最小面積を指
しており、表示色の最大色域を表示することができる。図４は、表示色の最大色域を表示
することができるディスプレイ内のアレイの一例であり、このアレイ全体を「ピクセル」
と定義することができる。しかしながら、これは、入力画像信号内のデータの単一のピク
セルがこのアレイにマッピングされることを意味するのではなく、代わりに、当該技術分
野において一般的に用いられるようなサブピクセル補間方法を用いて、入力データの複数
のピクセルをこの１つの表示ピクセルにマッピングすることができる。
【００２８】
　更なる色域７０の外側にある色の場合、ＲＧＢサブピクセルのうちの１つ又は複数が用
いられることになり、それらのサブピクセルは非効率的である。非効率的である第１の理
由は、上記のように、フィルターが、下層をなす白色エミッターによって生成される光の
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かなりの量を除去し、それゆえ、これらのエミッターが低い放射効率を有することである
。第２の理由は、赤色サブピクセル及び青色サブピクセルに最も当てはまるが、青色及び
赤色の視覚限界付近で感度が低下する人間の視覚に関連している。それゆえ、これらのサ
ブピクセルは、フィルタリングされない白色サブピクセルに比べて低い放射効率を有する
だけでなく、その２つが同じ放射効率を有していた場合であっても、白色エミッターに比
べて低い輝度効率を有することになる。それゆえ、色域画定サブピクセル、特に青色サブ
ピクセル及び赤色サブピクセルを、より高い強度まで駆動して、改善された視覚応答を達
成することが必要である可能性がある。したがって、ＯＬＥＤディスプレイ２００におい
て、ＲＧＢサブピクセルよりも多くのＣＭＹサブピクセルを有することは直観に反してい
るように思われる可能性がある。しかしながら、図２は、追加エミッター（ＣＭＹサブピ
クセル）が高確率色及び中間確率色の大部分を生成できる場合には、色域画定ピクセルが
放射するように要求される頻度が相対的に低いことを示す。このため、必要に応じて、色
域画定ピクセルをより高い強度まで駆動することができるが、ディスプレイ電力要件に対
する増加はわずかにすぎない。さらに、色域画定ピクセルをより高い強度まで駆動するこ
とによって、サブピクセルの有効寿命が低下する可能性がある。しかしながら、これらの
サブピクセルは使用頻度が相対的に低いので、実際には、ＲＧＢサブピクセルが唯一の光
生成源であるディスプレイに比べて寿命を延ばすことができる。したがって、数が少ない
ＲＧＢサブピクセルと、数が多いＣＭＹサブピクセルとの有効寿命のバランスを取ること
ができる。
【００２９】
　ここで図５Ａを参照すると、本発明において用いることができるサブピクセルの配列の
別の実施形態の平面図が示される。この配列は、本発明において有用なＯＬＥＤディスプ
レイ内のピクセル２１０を形成することができる。図示されるように、図５Ａのピクセル
２１０は、２つの部分２１２及び２１４を含む。第１の部分２１２は、図３Ａに示される
のと同じサブピクセル配列であり、赤色２１６ａ、緑色２２４ａ及び青色２２０ａの色域
画定サブピクセル並びにシアン２２２ａ、マゼンタ２１８ａ及びイエロー２２６ａの追加
サブピクセルを有する。第２の部分２１４は、類似の赤色２１６ｂ、緑色２２４ｂ及び青
色２２０ｂの色域画定サブピクセル並びにシアン２２２ｂ、マゼンタ２１８ｂ及びイエロ
ー２２６ｂの追加サブピクセルを含むが、この第２の部分は、サブピクセルの第１の行及
び第２の行が反転されるように、幾何学的に変換されている。他の所望のサブピクセル配
列を得るために、図５Ａのピクセル内に例示されるような任意の幾何学的変換を実行でき
ることは当業者には明らかであろう。
【００３０】
　ここで図５Ｂを参照すると、本明細書において用いることができるＯＬＥＤデバイスの
一実施形態の断面図が示される。図５Ｂは、図５Ａの分割線２３０に沿った断面図を示す
。ＯＬＥＤディスプレイ３００は、基板３２０上に配置される一連のアノード３３０と、
アノード３３０から離間されるカソード３９０とを含む。アノード３３０とカソード３９
０との間に少なくとも１つの発光層３５０が配置される。しかしながら、当業者には既知
であるような数多くの異なる発光層又は発光層の組み合わせを本発明において白色エミッ
ターとして用いることができる。ＯＬＥＤデバイス３００は、アノード３３０と発光層（
複数の場合もある）との間に配置される正孔輸送層３４０と、カソード３９０と発光層（
複数の場合もある）との間に配置される電子輸送層３６０とを更に含む。ＯＬＥＤデバイ
ス３００は、正孔注入層又は電子注入層等の、当業者には既知であるような他の層を更に
含むことができる。
【００３１】
　一連のアノード３３０はそれぞれサブピクセルのため個々の制御部を表す。各サブピク
セルはカラーフィルター、すなわち赤色フィルター３２５ｒ、マゼンタカラーフィルター
３２５ｍ、青色フィルター３２５ｂ、シアンカラーフィルター３２５ｃ、緑色フィルター
３２５ｇ及びイエローフィルター３２５ｙを含む。各カラーフィルターは、発光層３５０
によって生成される広帯域光の一部のみを通過させるように作用する。したがって、各サ
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ブピクセルは色域画定ＲＧＢエミッター又は追加ＣＭＹエミッターのうちの１つである。
例えば、赤色フィルター３２５ｒによって、赤色放射光３９５ｒが通過できるようになる
。同様に、他の各カラーフィルターによって、それぞれの放射光、例えば、マゼンタ放射
光３９５ｍ、青色放射光３９５ｂ、シアン放射光３９５ｃ、緑色放射光３９５ｇ、及びイ
エロー放射光３９５ｙが通過できるようになる。本発明は赤色エミッター、緑色エミッタ
ー及び青色エミッターに対応する３つのカラーフィルターと、３つの追加エミッターに対
応する２つ以上のカラーフィルターとを必要とする。この実施形態では、３つの追加エミ
ッターがそれぞれ１つのカラーフィルターを含む。別の実施形態では、イエローフィルタ
ー３２５ｙ又はシアンフィルター３２５ｃは、上記で論じられたように除外することがで
きる。カラーフィルター３２５ｒ、３２５ｍ、３２５ｂ、３２５ｃ、３２５ｇ、３２５ｙ
は基板３２０を挟んで発光層３５０の反対側に示されることにも留意されたい。更に典型
的なデバイスでは、カラーフィルター３２５ｒ、３２５ｍ、３２５ｂ、３２５ｃ、３２５
ｇ、３２５ｙは、基板３２０から見て発光層３５０と同じ側に位置し、多くの場合に、基
板３２０とアノード３３０との間か、又はカソード３９０の上側に位置する。しかしなが
ら、平面図においてＯＬＥＤディスプレイのピクセルの最も小さな寸法に比べて基板３２
０が薄いＯＬＥＤディスプレイでは、多くの場合に、カラーフィルター３２５ｒ、３２５
ｍ、３２５ｂ、３２５ｃ、３２５ｇ、３２５ｙが、図５Ｂに示されるように、基板３２０
を挟んで発光層３５０の反対側に配置されることが望ましい。
【００３２】
　ここで図５Ｃを参照すると、本発明において用いることができるＯＬＥＤデバイスの別
の実施形態の断面図が示される。ＯＬＥＤデバイス３１０は図５ＡのＯＬＥＤデバイス３
００に類似であるが、色域画定エミッターのためのカラーフィルターが、追加エミッター
のカラーフィルター、例えば、減法混色の原色（subtractive color）として既知である
、シアン、マゼンタ及びイエローの組み合わせから形成されることが異なる。ＯＬＥＤデ
バイス３１０では、マゼンタ放射光、シアン放射光及びイエロー放射光、それぞれ３９５
ｍ、３９５ｃ及び３９５ｙはそれぞれのマゼンタフィルター、シアンフィルター及びイエ
ローフィルター３２５ｍ、３２５ｃ及び３２５ｙを用いて形成される。しかしながら、赤
色放射光、緑色放射光及び青色放射光は、これらの同じフィルターの組み合わせによって
形成される。したがって、赤色放射光３９５ｒは、マゼンタカラーフィルター３２５ｍ及
びイエローカラーフィルター３２５ｙの組み合わせを用いて形成される。同様に、青色放
射光３９５ｂは、シアンフィルター及びマゼンタフィルターの組み合わせによって形成さ
れ、緑色放射光３９５ｇは、シアンフィルター及びイエローフィルターの組み合わせを用
いて形成される。
【００３３】
　ここで図６を参照し、図１も参照すると、本発明の方法４００のブロック図が示される
。この検討のために、追加エミッターはシアン、マゼンタ及びイエロー、すなわち、ＣＭ
Ｙであると仮定される。この方法は、追加エミッターの他の組み合わせにも適用できるこ
とは理解されよう。ＯＬＥＤディスプレイが設けられ（ステップ４１０）、そのディスプ
レイは、図５Ｂの白色光発光層３５０と、赤色、緑色及び青色色域画定エミッターに対応
する光を放射するための３つのカラーフィルター３２５ｒ、３２５ｇ、３２５ｂであって
、各エミッターはそれぞれの色度座標（例えば、図１の２５ｒ、２５ｇ、２５ｂ）を有し
、図５Ｂの色域画定エミッター３３５ｒ、３３５ｇ、３３５ｂの色度座標は表示色域（図
１の２０）を画定する、３つのカラーフィルター３２５ｒ、３２５ｇ、３２５ｂと、表示
色域２０内に色度座標７５ｃ、７５ｍ、７５ｙを有する３つの追加色域内エミッター３３
５ｃ、３３５ｍ、３３５ｙに対応する光をフィルタリングするための２つ以上の追加カラ
ーフィルター３２５ｃ、３５２ｍ、３２５ｙであって、３つの追加エミッター３３５ｃ、
３３５ｍ、３３５ｙの色度座標７５ｃ、７５ｍ、７５ｙが更なる表示色域７０を形成する
、２つ以上の追加カラーフィルター３２５ｃ、３５２ｍ、３２５ｙとを含む。フィルタリ
ングされる各エミッター３３５ｒ、３３５ｇ、３３５ｂ、３３５ｃ、３３５ｍ及び３３５
ｙは対応する放射効率を有する。各追加エミッター３３５ｃ、３３５ｍ及び３３５ｙの放
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射効率は、上記のように、各色域画定エミッター３３５ｒ、３３５ｇ及び３３５ｂの放射
効率よりも高い。色域内に表示されることになる所望の色及び強度に対応する３成分（例
えば、ＲＧＢ）入力画像信号が受信される（ステップ４２０）。３成分入力画像信号は、
６成分駆動信号(例えば、ＲＧＢＣＭＹ又はＲＧＢＣＭＷ）に変換される（ステップ４３
０）。その後、６成分駆動信号はＯＬＥＤディスプレイのそれぞれのエミッターに与えら
れ（ステップ４４０）、入力画像信号に対応する画像が表示され、それにより、色域画定
原色のみを同じディスプレイ白色点輝度まで駆動するために必要とされる電力に比べて、
電力が低減される。入力画像信号によってディスプレイが与えるように指示される色の多
くは、より効率的な追加エミッターのみの組み合わせによって生成することができるので
、このプロセスは、ディスプレイを駆動するために必要とされる電力を低減することにな
る。
【００３４】
　ここで図７を参照すると、図６のステップ４３０が更に詳細に示される。この方法を用
いて、３成分入力画像信号を６成分以上の駆動信号に変換することができるが、同じ基本
的な方法を用いて、３成分入力画像信号を任意の５成分上の駆動信号に変換することがで
きる。再び図１を参照すると、所与のピクセルのための３成分入力画像信号の色は、更な
る色域７０の内側に、又はその外側に存在する可能性があるが、通常は、Ｒｅｃ．７０９
色域２０内に存在するように定義される。３成分入力画像信号の色が更なる色域７０内に
存在する場合には（ステップ４５０）、シアン（Ｃ）エミッター、マゼンタ（Ｍ）エミッ
ター、イエロー（Ｙ）エミッターだけを用いて所望の色を形成することができ、ＣＭＹエ
ミッターの強度を、赤色（Ｒ）信号、緑色（Ｇ）信号、青色（Ｂ）信号から計算すること
ができる（ステップ４６０）。その入力信号は６成分値ＲＧＢ０００として表され、それ
はその信号へのＣＭＹ成分（最後の３つの部分）が存在しないことを意味する。ステップ
４６０からの変換済み信号は０００ＣＭＹとして表すことができ、それはその信号がシア
ン強度、マゼンタ強度及びイエロー強度だけからなることを意味する。
【００３５】
　上記の３成分信号を、ディスプレイを駆動する６成分信号に変換することができる数多
くの方法があることは理解されよう。１つの極端な場合には、無変換とすることができ、
その結果、色域画定エミッターのみを用いて、所望の色、例えば、ＲＧＢ０００の初期値
を表示する。この変換は、３成分入力画像信号によって指示される色にかかわらず実行す
ることができる。しかしながら、この方法は非効率的であり、高い電力消費の原因となる
。
【００３６】
　他の極端な場合には、色が最も効率的な原色によって形成されるように、色を変換する
ことができる。この変換は幾つかの方法を用いて成し遂げることができるが、１つの有用
な方法では、ディスプレイの色域を複数の重なり合わない論理サブ色域（subgamut）に分
割することができる。これらの論理サブ色域は、３つの色域画定エミッター又は追加エミ
ッターの組み合わせの色度座標を用いて定義される表示色域の一部である。これらの論理
サブ色域は、ＲＧＢＣＭＹエミッターを有するディスプレイ内でＣＭＹ、ＣＭＢ、ＭＹＲ
、ＹＣＧ、ＢＲＭ、ＲＧＹ及びＧＢＣエミッターの色度座標によって定義されるエリアを
含む。それよりも少ないエミッターを有するディスプレイでは、論理サブ色域の数が削減
されることに留意されたい。変換を実行するために、ステップ４３０は、図７の詳細なプ
ロセスを用いて実行することができる。ステップ４３０は、３成分入力画像信号を受信す
ること（４６０）を含む。３成分入力画像信号を解析して、示された色が論理サブ色域の
うちのどの論理サブ色域に位置するかを判断し（４７０）、３成分入力画像信号が、当該
技術分野において既知であるような方法を用いて、適切な論理サブ色域の色度座標に対応
する原色行列を用いてこれら３つの信号の組み合わせに変換される。これは、原色行列を
選択すること（４８０）、及びこの原色行列の逆行列を３成分入力画像信号に適用して（
４９０）、強度値を得ることを含む。３成分入力信号が更なる色域内の色度座標を有する
色に対応する場合に、この方法を適用するとき、この色は追加エミッターを用いて変換及



(16) JP 2014-512557 A 2014.5.22

10

20

30

40

50

び再現され、実際には、それらの色は追加エミッターのみを用いて再現されるので、結果
として、０００ＣＭＹを含む駆動信号が生成される。ただし、ＣＭＹは０より大きい。そ
れゆえ、更なる色域内の色を有する３成分入力画像信号は、非常に高い効率で再現される
。さらに、表示色域内にあるが、更なる色域外にある色に対応する３成分入力画像信号は
、色域画定エミッター及び追加エミッターの組み合わせを用いて変換され、再現される。
例えば、青色が００ＢＣＭ０を用いて再現される場合がある。ただし、ＢＣＭは０より大
きい。ＣＭＢ、ＭＹＲ又はＹＣＧエミッターの色度座標によって定義される論理サブ色域
内の３成分入力画像信号は、色域画定エミッターのうちの１つ、及び追加エミッターのう
ちの２つの組み合わせを用いて再現され、一方、ＢＲＭ、ＲＧＹ及びＧＢＣエミッターの
色度座標によって定義される論理サブ色域内の３成分入力画像信号は、色域画定エミッタ
ーのうちの２つ、及び追加エミッターのうちの１つの組み合わせを用いて再現される。
【００３７】
　この方法を適用するとき、任意の色を形成するエミッターのうちの３つ以下のエミッタ
ーに対して強度値が与えられ、それゆえ、サブピクセルのうちの半分が暗くなる。これに
より、視認者にとってＯＬＥＤディスプレイ上でより大きなピクシレーションが現れるこ
とに繋がるおそれがある。それゆえ、場合によっては、色を形成する際に、更に多くの数
のサブピクセルを利用することが望ましい可能性がある。これは、色が高い輝度を有する
ときに特に当てはまる。この状況では、例えば、色域画定原色に対して逆原色行列を適用
すること（５００）によって、色域画定原色を用いて変換を計算し、その後、Ｒ’Ｇ’Ｂ
’Ｃ’Ｍ’Ｙ’と表すことができる、ディスプレイのエミッターを駆動するための混合信
号を生成する混合係数を適用することができる（５２０）。この混合信号は、基本的には
、ステップ４９０及び５００から出力される信号の重み付け平均である。電力消費と画像
品質との所望のトレードオフに基づいて、当業者がＲＧＢ／論理サブ色域混合係数を選択
することができる（５１０）。この混合係数は、３成分入力画像信号に基づいて、又は３
成分入力画像信号の空間領域内の輝度又はエッジの強度のような、３成分入力画像信号か
ら計算されたパラメータに基づいて選択することもできる（５１０）。この混合信号は０
～１の値になり、ステップ５００から生じる信号を乗算され、その後、１－混合係数及び
ステップ４９０から生じる信号の被乗数に加算される。この混合係数が選択され、適用さ
れると、変換プロセスが完了する。
【００３８】
　決定木として示されるが、ステップ４３０は、他の方法、例えば、ルックアップテーブ
ルとして実現できることは理解されよう。別の実施形態では、ステップ４３０は、７つの
重なり合わない論理サブ色域のそれぞれの入力色の強度を計算するアルゴリズムにおいて
実現することができ、正の強度を有する行列が適用される。これは、最小電力消費の選択
を提供することになる。この場合、完全な色域２０を有する混合係数を適用することを選
ぶか、又は他の特性、例えば、ディスプレイ内のエミッターの寿命を改善すること、又は
画像品質を改善することが望ましい場合には、電力消費がわずかに高くなることを代償に
して、残りの論理サブ色域のうちの１つ又は複数を有する混合係数を適用することを選ぶ
ことができる。
【００３９】
　本発明の方法において有用なＯＬＥＤディスプレイでは、エミッターは多くの場合に電
力バスから電力を与えられる。通常、バスはエミッターを共通の電圧を有する共通の電源
に接続し、それゆえ、共通のピーク電流及び電力を与えることができる。これは、追加エ
ミッターを用いるときには厳密には必要ではなく、実施形態によっては、色域画定エミッ
ターに与えられるのよりも低いバルク電圧（以下に定義される）及びピーク電力を有する
、別の電源を通して追加エミッターに電力を与えることが有益である。
【００４０】
　これらのディスプレイでは、通常、ＯＬＥＤディスプレイ内のサブピクセルのカソード
又はアノードのいずれかに一定の電圧が与えられ、一方、カソード又はアノードの他方の
電圧は、ＯＬＥＤにわたって電位を生成し、電流の流れを助長して、結果として発光させ
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るために変更されることに留意されたい。アクティブマトリックスＯＬＥＤディスプレイ
では、例えば、分散導電層からＯＬＥＤの他方の側に一定の電圧が与えられるときに、電
源ラインからＯＬＥＤへの電流を変調するための薄膜トランジスタを含む、能動回路によ
って可変電流が与えられる。この電源ラインは一定の電圧を与えられ、それゆえ、バルク
電圧は分散導電層上に与えられる電圧と、電源ラインによって与えられる電圧との間の差
として定義される。電源ライン又は導電層に異なる電圧を割り当てることによって、バル
ク電圧の大きさ（絶対値）、それゆえ、ＯＬＥＤエミッターにかかる最大電圧の大きさを
調整して、電源ラインに接続される任意のＯＬＥＤエミッターが生成することができるピ
ーク輝度を調整することができる。この大きさは、電源ラインがＯＬＥＤエミッターのア
ノードに接続されるにしても、カソードに接続されるにしても重要である（すなわち、そ
の大きさは、反転、非反転、ＰＭＯＳ、ＮＭＯＳ及び任意の他の駆動構成の場合に計算す
ることができる）。
【００４１】
　この実施形態では、追加エミッターへの電力は、低い電圧及び低減された電流の両方を
有することによって低減される。そのため、本発明の方法は、エミッターに電力を与える
ことを更に含むことになり、その電力は、色域画定エミッターへの第１のバルク電圧振幅
、及び追加エミッターへの第２のバルク電圧振幅を与えられ、第２のバルク電圧振幅は第
１のバルク電圧振幅よりも大きい。この構成では、ＥＬディスプレイは通常、基板上に堆
積された電力バスを有し、第１の電圧レベルは第１の電力バスアレイ上で与えられ、第２
の電圧レベルは第２の電力バスアレイ上で与えられることになる。色域画定エミッターは
第１の電力バスアレイに接続され、追加エミッターは第２の電力バスアレイに接続される
ことになる。バルク電圧振幅、すなわち、電力バスと基準電極との間の絶対電圧差は、第
２の電力バスアレイの場合よりも、第１の電力バスアレイの場合に大きいことが好ましい
。
【００４２】
　別の実施形態では、各エミッター（すなわち、色域画定エミッター及び追加エミッター
）は同じ電源に取り付けられるので、ディスプレイは、エミッターの効率にかかわらず、
各エミッターに同じ電力を与えることができる。本発明のＯＬＥＤディスプレイは、その
最大電力範囲を使用するように駆動されるので、追加エミッターによって生成される色は
、色域画定エミッターのみを用いて生成することができる輝度よりも、著しく高い輝度を
有することができる。第１の期間中に３つの追加エミッターのそれぞれに電流を加え、第
２の期間中に３つの色域画定エミッターのそれぞれに同じ電流を加えるとき、第１の期間
に生成される輝度は、第２の期間に生成される輝度の少なくとも２倍高いことが好ましく
、第２の期間に生成される輝度よりも少なくとも４倍高いことが更に好ましい。この実施
形態では、駆動信号の６つの成分は、追加エミッターを駆動して、これらのより高い輝度
値を達成することを含む。さらに、表示色域内の色の色度座標に対応する入力信号が、色
域画定エミッターだけの組み合わせによって同じ色度座標において生成することができる
輝度値よりも高い輝度値でディスプレイ上に再現されるように、ＯＬＥＤディスプレイの
それぞれのエミッターに駆動信号の６つの成分を与えることが望ましい。これらの描画方
法はそれぞれ複数の方法を用いて実行することができるが、ＥＬディスプレイ上に表示さ
れる画像の飽和度を低下させるのを避けるために、高い強度レベルにおいて使用されるこ
とになる色域画定原色を数多く必要とする画像が、高い強度レベルにおいて使用されるこ
とになる色域画定原色を少ししか必要としない画像よりも、相対的に低いディスプレイ白
色点輝度値において再現されるように、画像内容に基づいて、任意の表示画像を描画又は
再現するときにディスプレイのディスプレイ白色点輝度を調整することが望ましい。
【００４３】
　色域画定原色の使用に応じて表示される画像のピーク輝度を調整するための具体的な方
法が図８に与えられる。この包括的な方法は、任意の３成分入力画像信号を任意の５成分
以上の駆動信号に変換するときに適用することができる。この図に示されるように、その
方法は、３成分入力画像信号を受信すること（６００）と、３成分入力画像信号を線形強
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度値に変換すること（６１０）とを含む。この変換は当該技術分野において既知であり、
通常、非線形変換を実行して、非線形空間内に通常符号化される３成分入力画像信号を、
表示されることになる色の所望の輝度に対して線形である空間に変換することを含む。ま
た、この変換は、通常、入力画像信号をディスプレイの色域画定原色に変換する色空間回
転も含む。この変換は通常、白色が、色域画定原色の組み合わせから形成されるときに、
１．０の線形強度値を割り当てられ、黒色が０の線形強度値を割り当てられるように、こ
の変換を提供する。その後、利得値が選択される（６４０）。初期画像の場合、この利得
値は１とすることができる。しかしながら、後に論じられるように、この利得値は、ディ
スプレイ白色点輝度を、色域画定原色の任意の組み合わせを用いて生成することができる
値よりも高い値に調整するように選択される。その後、この利得値は線形強度値に適用さ
れる（６２０）。
【００４４】
　図７に示される方法と同様に、その後、指定された色が存在する論理サブ色域が判断さ
れる（６３０）。前述したように、原色行列が選択され（６５０）、ステップ６６０にお
いて、利得適用後の（gained）線形強度値に適用される。このステップは、３つの最も効
率的なエミッターを用いて、元の信号を３色信号に変換する。その後、混合係数が選択さ
れる（６８０）。この混合係数を適用して（６９０）、ステップ６２０から得られた元の
利得適用後の線形強度値と、ステップ６６０から得られた最も効率的なエミッター値とを
混合する。その後、値を割り当てられない任意のエミッターは、０の値を割り当てられる
。その後、ステップ７００において、色域画定（すなわち、ＲＧＢ）エミッターに割り当
てられる最大値が求められる。これらの値のいずれかが１．０よりも大きい場合には、そ
れらの値は１．０にクリッピングされ（７１０）、クリッピングされた値の数が求められ
る（７２０）。値をクリッピングするプロセス（７１０）の結果として、望ましくないカ
ラーアーティファクトが生じる可能性がある。それゆえ、多くの場合に置換要素を選択す
ることが（７３０）有用である。この置換要素は、クリッピングに起因して失われ、追加
エミッターのうちの１つ又は複数からの輝度に置き換えられることになる輝度の部分に対
応する。その後、この置換要素を適用して（７４０）、クリッピングされた（７２０）部
分を置き換えるために追加エミッターに加えられることになる強度を求める。これは、ス
テップ６９０から得られた色域画定エミッター値から、ステップ７１０から得られたクリ
ッピングされた値を減算し、その後、この値に選択された（７３０）置換要素を適用し、
最後に、二次エミッターの選択された割合を適用して、クリッピングされた色域画定エミ
ッター値の輝度を置き換えることを含む。その後、ステップ７４０において求められた値
をステップ６９０において求められた追加エミッター値に加算し、駆動信号を生成するこ
とによって、追加エミッターのための信号が調整される（７５０）。最後に、結果として
生成された駆動信号がディスプレイに与えられる（７６０）。次の画像が表示されること
になるとき、新たな利得値を選択する必要がある（６４０）。この選択を実行するために
、この選択プロセスにおいて、ステップ７００から得られた最大色域画定エミッター値及
びクリッピングされた色域画定エミッター値の数等の統計値を用いることができる。例え
ば、最大色域画定エミッター値が１．０よりも著しく小さい場合には、より高い利得値を
選択することができる。しかしながら、ステップ７１０中に多数の値がクリッピングされ
る場合には、より低い利得値を選択することができる。利得値の調整は、迅速に又は徐々
に行うことができる。先行する画像がビデオのシーン内の最初の画像であるとき、利得値
を迅速に又は大きく変化させることが望ましいが、単一のシーンが表示されるとき、利得
値を徐々に又は小さく変化させることが望ましいことが観察されている。利得値を迅速に
又は大きく変化させることが望ましいとき、画像内の最も大きな強度値によって最も大き
な取り得る強度値（例えば、１．０）を正規化することによって、調整値を得ることがで
きる。利得を適切に徐々に又は小さく変化させることは、多くの場合に、３０ｆｐｓビデ
オ内のビデオフレーム当たり、強度値を約１パーセント～２パーセント変化させることで
ある。説明したように、図８内に示される方法は、３成分入力画像信号の内容に基づいて
ディスプレイの輝度が調整されるように、３成分入力画像信号を変換することを含む。
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【００４５】
　図８に示される方法によれば、３成分入力画像信号を、ディスプレイを駆動するための
６成分画像信号に変換できるようになるが、同じ方法は、３成分入力画像信号を、ディス
プレイを駆動するための５成分画像信号に変換するために適用することができる。５成分
画像信号への変換と６成分画像信号への変換との間の主な違いは、色域内エミッターのみ
を適用することによってサブ色域を形成することができないので、５成分画像信号条件の
場合、取り得るサブ色域が１つ少ないことである。そのため、図８の更に具体的なステッ
プを含む、図６に示されるようなカラーディスプレイ上に画像を表示するための方法は、
図１０にその一部８５０が示される、選択されたディスプレイ白色点輝度及び色度を有す
るカラーディスプレイを設けること（図６のステップ４１０）を含む。このカラーディス
プレイは３つの色域画定エミッター、例えば、赤色エミッター８６０、緑色エミッター８
６５及び青色エミッター８７５を含む。これらのエミッターの色度が図９の色度図８００
において、赤色色度座標８０５、緑色色度座標８１０及び青色色度座標８１５として示さ
れる。これらの色度座標は表示色域８２０を画定する。そのディスプレイは、図１０に示
されるように、第１の追加エミッター８５５及び第２の追加エミッター８７５を含む、２
つ以上の追加エミッターを更に含む。これら２つ以上の追加エミッター８５５及び８７５
は、表示色域８２０内で、図９のそれぞれの異なる色度座標８２５及び８３０において光
を放射する。各エミッター８５５、８６０、８６５、８７０、８７５が対応するピーク輝
度及び色度座標を有する。色域画定エミッター８０５、８１０、８１５は、目標とするデ
ィスプレイ白色点色度において色域画定ピーク輝度を生成し、その色域画定ピーク輝度は
ディスプレイ白色点輝度よりも低い。すなわち、色域画定エミッター８６０、８６５、８
７０を適用して、ディスプレイ白色点色度に等価な色度を生成するとき、結果として生成
される輝度は、ディスプレイ白色点輝度よりも低くなるであろう。その後、３成分入力画
像信号が受信され（図６のステップ４２０）、その信号は補足色域、例えば、追加エミッ
ター８５５及び８７５のうちの少なくとも一方を含む３つのエミッターからの光の組み合
わせによって画定される、図９に示されるサブ色域８３５内の色度に対応する。その後、
変換された画像信号がディスプレイ上に再現されるとき、その再現された輝度値が、色域
画定エミッター８６０、８６５、８７０を用いてディスプレイ上に再現されるときの入力
信号の３成分のそれぞれの輝度値の和よりも高いように、図６のステップ４３０において
、５成分駆動信号に変換される。最後に、５成分駆動信号がディスプレイのそれぞれの色
域画定エミッター８６０、８６５、８７０及び追加エミッター８５５、８７５に与えられ
（図６のステップ４４０）、入力画像信号に対応する画像が表示される。この方法では、
エミッターの少なくとも２つの組み合わせが存在し、それらの組み合わせを用いて、ディ
スプレイ白色点色度を生成できる必要があることに留意されたい。これら２つの組み合わ
せは、色域画定エミッター８６０、８６５、８７０と、少なくとも１つの追加エミッター
（例えば、８７０）とを含み、その追加エミッターを色域画定エミッター（例えば、８５
５、８７５）のうちの２つ以下と組み合わせて、ディスプレイ白色点（この例では、０．
３，０．３）の色度を生成することができる。さらに、追加エミッターを用いて生成する
ことができるディスプレイ白色点輝度は、色域画定エミッターのみを用いて生成すること
ができるディスプレイ白色点輝度よりも高くなるであろう。これは、ディスプレイの色域
８２０内に、色域画定原色８６０、８６５、８７０よりも著しく高い放射効率を有する追
加エミッター８５５、８７５を設けることによって達成される。
【００４６】
　この方法では、３成分入力画像信号のためのディスプレイ白色点輝度は、３成分入力画
像信号に基づいて、より具体的には、３成分入力画像信号内の色の飽和及び明度に基づい
て選択される。
【００４７】
　より具体的には、明るく、完全に飽和した色を用いない画像を表す３成分入力信号が受
信されるとき、エミッターの第２の組み合わせ内の色の輝度は、明るく、完全に飽和した
色を含む画像を表す３成分入力信号が入力されるときよりも高くなるであろう。さらに、
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ピクセルのうちの１０％が明るく完全に飽和した色を表示する画像が、ピクセルのうちの
１％未満が明るく完全に飽和した色を表示する画像よりも、高い白色点輝度を有するよう
に、この輝度の差は、明るく完全に飽和した色を表示するピクセルの数によって決まる可
能性がある。明るく完全に飽和した１０％以上のピクセルを含む画像を表示するとき、利
得値が大きい場合に多数のピクセルがクリッピングされることになるので、これは当ては
まる。ディスプレイのために適した駆動信号は、上記で詳述されたように、図８に示され
るような方法を用いて変換することによって（図６のステップ４３０）得ることができる
。上記で論じられたように、利得値を選択すること（６４０）によって、ディスプレイ白
色点輝度が選択される。この利得値は、クリッピングされた利得適用後の値の数が許容限
度内に維持されるように選択される。クリッピングされた特定のピクセルのための駆動信
号は、輝度アーティファクトが不快でないように、置換要素７４０を適用することによっ
て調整される。
【００４８】
　本方法の利点を例示するために、４つの別々のディスプレイの場合の電力消費が求めら
れた。これは、色域画定原色のみを有する第１のディスプレイ（ディスプレイ１）、色域
画定原色に加えて、単一のフィルタリングされていない白色光エミッターを有する第２の
ディスプレイ（ディスプレイ２）を含んだ。３つの色域画定エミッター及び３つの追加エ
ミッターを有する第３のディスプレイ（ディスプレイ３）が含まれており、１つのエミッ
ターはフィルタリングされず、残りの２つのエミッターはシアン及びマゼンタカラーフィ
ルターを含むように形成された。ディスプレイ３は、ディスプレイ２に類似であるが、フ
ィルタリングされる追加エミッターをより多く含むことが異なる。第４のディスプレイ（
ディスプレイ４）も含まれ、ディスプレイ４は、ディスプレイ３のフィルタリングされな
い追加エミッターを覆うイエローカラーフィルターと、ディスプレイ３とは異なるマゼン
タフィルターとを更に含んだ。これらのディスプレイのそれぞれは同じ色域画定原色を有
し、追加原色の数を除いて同じであった。追加カラーフィルターは、この応用形態に対し
て全く最適化されていない一般的に入手可能なカラーフィルターであった。赤色、緑色及
び青色色域画定エミッターのためのｘ，ｙ色度座標はそれぞれ、０．６６５，０．３３１
；０．２０４，０．７０４及び０．１３９，０．０５７であった。１９３１ＣＩＥ色度図
内でこれらの色域画定エミッターによって画定される色域の面積は０．１６１３である。
白色エミッターは、白色発光層内に４つの発光材料を含むように形成された。
【００４９】
　表１は、４つのディスプレイにおける追加エミッター（Ｅ１、Ｅ２、Ｅ３）ごとの色度
座標（ｘ，ｙ）並びに表示色域及び更なる色域の面積を示す。図示されるように、ディス
プレイ３の更なる色域は、表示色域の面積の約４．６％である面積を有し、ディスプレイ
４の更なる色域は、表示色域の面積の約７．７％の面積を有する。そのため、本発明に従
って画定される各ディスプレイの更なる色域は、表示色域の１０％よりも著しく小さい。
【００５０】
【表１】

【００５１】
　表２は、各ディスプレイが同じ白色点輝度を有し、かつ各エミッターが同じ駆動電圧を
有し、かつ図７において与えられる方法を用いて、３成分入力画像信号を６成分駆動信号
に変換し、最も効率の良いエミッターを十分に利用すると仮定するときの、この例のディ
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スプレイの場合の平均電力消費を示す。また、ディスプレイ白色点がＤ６５にあるときに
、ディスプレイ２～ディスプレイ４の場合の電力をディスプレイ１の場合の電力で割った
値も示される。追加エミッター上のカラーフィルターはこの例では完全に最適化されなか
ったが、それぞれ色域画定原色のみを有するディスプレイよりも大幅に性能が優れている
こと、及び１つのフィルタリングされない追加エミッターを有するディスプレイに比べて
少なくとも幾分改善されていることを実証する。
【００５２】
【表２】

【００５３】
　表２の例では、ディスプレイ２において用いられる白色エミッターの色は、ディスプレ
イがＤ６５の白色点を有したときに、概ね最適であるように設計された。大部分のテレビ
では、ユーザーが白色点設定に対する制御を与えられ、ディスプレイの白色点が変更され
るときに、ディスプレイが低い電力消費を与えることができるのが典型的である。表３は
、表２と同じ情報を示すが、ディスプレイ白色点が１００００Ｋの色温度を有する昼光曲
線上の点に対応することのみを仮定する。図示されるように、３つの追加エミッターを用
いることによって提供される電力節約は、３つの色域画定エミッターに加えて、単一の白
色エミッターを有するディスプレイと比べても、この例の場合に著しく大きい。それゆえ
、本発明の方法は、３つの色域画定エミッターのみを有する同等のディスプレイに比べて
非常に大きな電力に関する利点を与え、かつより少ない数の追加色域内エミッターを有す
る同等のディスプレイに比べて大きな電力に関する利点を与える。
【００５４】

【表３】

【００５５】
　本発明は、本発明の或る特定の好ましい実施形態を特に参照しながら詳細に説明されて
きたが、本発明の趣旨及び範囲内で変形及び変更を実施できることが理解されよう。
【符号の説明】
【００５６】
　　２０　Ｒｅｃ．７０９色域
　　２５ｒ　赤色色域画定エミッターの色度座標
　　２５ｇ　緑色色域画定エミッターの色度座標
　　２５ｂ　青色色域画定エミッターの色度座標
　　３０　高確率色
　　４０　中間確率色
　　５０　低確率色
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　　６０　ＮＴＳＣ色域
　　７０　更なる色域
　　７５ｃ　シアン色域内エミッターの色度座標
　　７５ｍ　マゼンタ色域内エミッターの色度座標
　　７５ｙ　イエロー色域内エミッターの色度座標
　　１１０　ピクセル
　　１２０　ピクセル
　　１３０　赤色エミッター（サブピクセル）
　　１４０　マゼンタエミッター（サブピクセル）
　　１５０　青色エミッター（サブピクセル）
　　１６０　シアンエミッター（サブピクセル）
　　１７０　緑色エミッター（サブピクセル）
　　１８０　イエローエミッター（サブピクセル）
　　１９０　白色エミッター（サブピクセル）
　　２００　ＯＬＥＤディスプレイ
　　２１０　ピクセル
　　２１２　第１の部分
　　２１４　第２の部分
　　２１６ａ　赤色サブピクセル
　　２１６ｂ　赤色サブピクセル
　　２１８ａ　マゼンタ追加サブピクセル
　　２１８ｂ　マゼンタ追加サブピクセル
　　２２０ａ　青色サブピクセル
　　２２０ｂ　青色サブピクセル
　　２２２ａ　シアン追加サブピクセル
　　２２２ｂ　シアン追加サブピクセル
　　２２４ａ　緑色サブピクセル
　　２２４ｂ　緑色サブピクセル
　　２２６ａ　イエロー追加サブピクセル
　　２２６ｂ　イエロー追加サブピクセル
　　２３０　分割線
　　３００　ＯＬＥＤディスプレイ
　　３１０　ＯＬＥＤディスプレイ
　　３２０　基板
　　３２５ｒ　赤色カラーフィルター
　　３２５ｍ　マゼンタカラーフィルター
　　３２５ｂ　青色カラーフィルター
　　３２５ｃ　シアンカラーフィルター
　　３２５ｇ　緑色カラーフィルター
　　３２５ｙ　イエローカラーフィルター
　　３３０　アノード
　　３３５ｒ　赤色色域画定エミッター
　　３３５ｍ　マゼンタ追加エミッター
　　３３５ｂ　青色色域画定エミッター
　　３３５ｃ　シアン追加エミッター
　　３３５ｇ　緑色色域画定エミッター
　　３３５ｙ　イエロー追加エミッター
　　３４０　正孔輸送層
　　３５０　発光層
　　３６０　電子輸送層
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　　３９０　カソード
　　３９５ｒ　赤色放射光
　　３９５ｍ　マゼンタ放射光
　　３９５ｂ　青色放射光
　　３９５ｃ　シアン放射光
　　３９５ｇ　緑色放射光
　　３９５ｙ　イエロー放射光
　　４００　方法
　　４１０　ディスプレイを設けるステップ
　　４２０　３成分入力画像信号を受信するステップ
　　４３０　駆動信号に変換するステップ
　　４４０　駆動信号を与えるステップ
　　４６０　計算するステップ
　　４７０　画像信号を解析するステップ
　　４８０　原色行列を選択するステップ
　　４９０　原色行列を適用するステップ
　　５００　色域画定行列を適用するステップ
　　５１０　混合係数を選択するステップ
　　５２０　混合係数を適用するステップ
　　６００　３成分入力画像信号を受信するステップ
　　６１０　線形強度に変換するステップ
　　６２０　利得値を適用するステップ
　　６３０　論理サブ色域を判断するステップ
　　６４０　利得を選択するステップ
　　６５０　原色行列を選択するステップ
　　６６０　原色行列を適用するステップ
　　６８０　混合係数を選択するステップ
　　６９０　混合係数を適用するステップ
　　７００　最大値を決定するステップ
　　７１０　クリッピングするステップ
　　７２０　クリッピングされた数を求めるステップ
　　７３０　置換要素を選択するステップ
　　７４０　置換要素を適用するステップ
　　７５０　更なる信号を調整するステップ
　　７６０　駆動信号を与えるステップ
　　８００　ＣＩＥ色度図
　　８０５　赤色エミッター座標
　　８１０　緑色エミッター座標
　　８１５　青色エミッター座標
　　８２０　ディスプレイの色域
　　８２５　第１の追加エミッター
　　８３０　第２の追加エミッター
　　８３５　サブ色域
　　８４０　ディスプレイ部分
　　８５５　第１の追加エミッター
　　８６０　赤色エミッター
　　８６５　緑色エミッター
　　８７０　青色エミッター
　　８７５　第２の追加エミッター
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